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を自ら意志によって生み 出す こ とが で き る｡
(q′3,Pa′)の ような生産点で生産すれば,安 い
価格の製品が多く利用されるけれど,独占企業は

























































































































































































































































































































































































































































































































る賃金切り上げ政策も,強力な理論的 板拠 は な
い｡一方の効果のみを主張することは,経済理論
にとって重大な欠陥となる｡この点,ケイソズが
唱道した有効需要創造政策は,疑いもなく景気や
雇用に好影響を与える｡ここに,現実の経済問題
に対する彼の銃い直観力と鋭い洞察力が見 出せ
る｡
(読)
(lq この論争の意味をわかりやすい解説書として,
D.Dillard -`TIleEconomicsofJohnMa〉1-
ardKeynes'Priltice-Halllnc･,1948(岡本
訳 ｢J.M.ケインズの経済学｣第 2章,東洋経
折新報社,昭和25年)0
結 .I
従来の市場分析において,欠落していたと思わ
れる個別企業の均衡と,その総計としての全体的
市場均衡との間の統一的関連性を,等利潤曲線や
生産可能領域の概念を導入することにより考察し
た｡とくに,企業の等利潤曲線のうち最も重要な
意味をもつ採算曲線と利子均衡曲線を援用して,
市場におけるミクロとマクロとの接点を追求し,
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個別企業の均衡と市場全体の均衡との関係を明確
にした｡
競争的市場においては,市場の採算曲線及び生
産可能領域は,数量規制された多数の個別的生産
者の採算点の集計として導出されることを示 し
た｡また,市場価格を所与として各生産者が行動
するという従来の考え方には,因果関係において
若干の誤謬があることを示唆した｡
企業においては,等利潤曲線は数量一価格平面
上において,無数の右下がりの曲線群として描か
れる｡この等利潤曲線を援用して,独占市場の均
衡を考察した結果,企業の社会環境や戦略的側面
も考慮すると,均衡は極大利潤を示すク-ルノー
の点で確定的に定まるわけではなく,一般には企
業が戦略上あるいは社会上有利と判断するゾーン
に均衡が存在することが示された｡従って,われ
われの分析では市場均衡にある不確実が不可避的
に生じ,従来のクールノ-の分析はわれわれの分
析の特殊な場合にあてはまる｡
寡占市場に対しても,採算曲線と生産可能領域
の概念を応用して,市場における企業の複雑な行
動様式の解明に手がかりを与えた｡この分析によ
り,従来解析不可能であったような問題 に対 し
て,かなり納得のいく説明ができると考え られ
る｡また,独占的競争市場に対して,それが看す
る二重性格を指摘した｡即ち,独占的競争市場
は,市場全体として眺めれば完全競争市場的性格
を有するのに反し,地域的観点からは寡占的性格
を有する地域独占の形態である｡
さらに,採算曲線と利子均衡曲線の概念を援用
して,市場均衡に与える経済政策の影響を検討し
た｡有効需要創造政策,課税率変更政策,利子率
変更政策,賃金率変更政策と市場均衡の関連性を
個々に考察し,景気に与える効果や価格や生産数
品に与える影響などを検討した｡この検討におい
て,種々の経済政策が価格に与える影響は,通常
考えられているような単純なものではなく,企業
の生産戦略がどのようなものであるかという問題
にも依存する多次元的側面を有することを示唆し
た ｡
等利潤曲線や生産可能領域の概念を用いて,市
場のミクロとマクロとの接点を追求し,さらに経
済政策が市場均衡に与える影響を検討する本論文
の方法は,確かに従来分析不可能であったような
複雑な市場現象をかなりうまく説明できると考え
られるが,問題点がないわけではない｡とくに,
企業に対する総需要から個別需要への分配が不確
実であるにもかかわらず,それらを所与と仮定せ
ざるをえなかったし,また等利潤曲線や需要曲線
についても,分析に都合のよいような形状を選択
せざるをえなかった｡このような細部にわたる問
題は,今後の検討課題として残されている｡
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